
 

     令 和 6 年 5 月 3 0 日 

福 島 県 農 村 振 興 課 

 

令和6年度田んぼダム現地研修会（県中地方）を開催します 
近年、大雨による水害が頻発、激甚化し、総合的な流域治水対策が求められるなか、水田の

持つ雨水貯留機能を強化することにより、洪水リスクの低減を図る「田んぼダム」の取組が注目さ

れており、県としても推進しているところです。 

このたび、「田んぼダム」の取組を周知、推進することを目的に、県内7地方に田んぼダムの資

材を設置したモデルほ場を設け、取組概要や効果についての説明のほか、現地モデルほ場を

見学する研修会を下記のとおり開催しますのでお知らせします。 

記 

１ 日時 

令和６年６月７日(金) 13時30分～16時00分 

２ 開催場所 

（１）石川町文教福祉複合施設「モトガッコ」ルーム１・２（福島県石川郡石川町字関 

根165番地） 

（２）田んぼダムモデルほ場現地（福島県石川郡石川町沢井根宿 地内） 

上記（１）の施設内で概要説明等を行い、その後上記（２）田んぼダムモデルほ場現地

に移動して現地見学を行います。 

３ 対象者 

開催地近傍の多面的機能支払交付金活動組織※、土地改良区、市町村及び県農林事務所

職員（参加予定人数50名程度） 

※ 多面的機能支払交付金活動組織とは、国の日本型直接支払い制度の一つである多面

的機能支払交付金を活用して水路、農道等の保全活動や農村環境保全活動などを行っ

ている地域住民や関係団体で構成する組織です。詳細は「多面的機能支払交付金のあ

らまし」を参照してください。 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/attach/pdf/tamen_siharai-126.pdf 

４ 研修内容 

（１）田んぼダムの目的や仕組み、取り組み方法等の概要説明 

（２）講演「須賀川市での田んぼダム実証実験とその効果について」 

（講師 日本大学工学部 朝岡良浩教授） 

（３）田んぼダムモデルほ場における田んぼダムの見学 

５ 今後の開催予定（詳細について確定後、別途お知らせします。） 

地方 開催予定日 会場予定 

県北地方 令和６年７月２日 大玉村北部ふれあいセンター及び現地 

県南地方 令和６年６月25日 白河市表郷公民館及び現地 

会津地方 令和６年６月21日 会津坂下町中央公民館及び現地 

南会津地方 令和６年６月28日 南会津町御蔵入交流館及び現地 

相双地方 令和６年７月５日 浪江町防災交流センター及び現地 

いわき地方 令和６年６月17日 いわき市山田公民館及び現地 

 

 

プレスリリース 

【問い合わせ先】 

農林水産部 農村振興課 主幹兼副課長 松澤 保 

電 話 024-521-7380（県庁内線 3368）  

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/attach/pdf/tamen_siharai-126.pdf


国土地理院 電子地形図（タイル）を加工して作成

令和６年６月７日開催 田んぼダム現地研修会 位置図

石川町文教福祉複合施設

「モトガッコ」ルーム１・２

(石川町字関根165番地)

①研修会会場

田んぼダムモデルほ場

(石川町沢井根宿 地内)

沢井

自治センター

②現地見学先
（「モトガッコで研修後に移動）



＜主催・研修会に関するお問合せ先＞

福島県農村振興課 電話 024-521-7416
福島県多面的機能支払交付金推進協議会 電話 024-535-0419

対象者

研修場所
石川町文教福祉複合施設「モトガッコ」ルーム1・2

及び現地(所在地：福島県石川郡石川町沢井根宿 地内）

2024年

6月7日(金)

13:30～
開催

田んぼダム実施水田 田んぼダム未実施水田

田んぼダムに興味ある石川町内の多面的機能支払交付金活動組織

（会場の都合上、各組織からの出席者数は１～２名でお願いします）

研修内容

○田んぼダムの仕組み、取組の方法の説明

〇講 演＜日本大学工学部 朝岡良浩教授＞

○田んぼダムモデルほ場の現地見学

※1 モトガッコから現地見学先には各自移動していただきます

※2 研修時間は概ね2時間30分程度(移動時間含む)を予定しています

参加方法
参加希望される組織は、６月３日（月）までに

石川町役場農政課（TEL 0247-26-9128)へご連絡ください

水田を活用した治水対策として注目されている

「田んぼダム」の取組に関する研修会を開催します。

取組の仕組みや効果の説明のほか、田んぼダムを設

置した水田を現地見学します。

参加希望の方は、下記により申し込みください。


